コーチングのポイント
東京都多摩教育事務所指導課
１　コーチングとは
　　コーチングとは、相手の考えを引き出し、自ら考え行動することを促すコミュニケーション・スキルである。

２　コーチングの前提条件
　　コーチングは、次の前提が踏まえられたとき、効果的に機能する。
　①　目上は目下を支配すべきであるという観念を捨てる。（支配から共育へ）

2 上下関係の意識からくるプライドや脅迫観念を捨て去る。（上下から水平へ）

３　コーチングのポイント

【ポイントを踏まえた事例】


４　コーチングによって得るもの
　（１）モチベーションの向上

　　　　コーチングは、相談者自らの意志によって自発的な行動を促すため、モチベーションの向上につながっていく。

　（２）信頼関係の確立

　　　　人は、「五」を求める。関心をもたれたい、理解されたい、認められたい、信頼されたい、大切にされたい、の五つである。コーチングは、これらの欲求を満たしつつ、相談者とコーチの信頼関係を一層強化する。

４　基本技能の修得
　（１）傾聴
　　　　相談者の話が出尽くすまで十分に語ってもらう。

　（２）質問

　　　　できるだけ、オープン・クエスチョン（イエス・ノーで答えられない質問）をする。

　（３）要約

　　　　傾聴・質問で得られた情報を要約して伝える。

　（４）フィードバック

　　　　コーチが自分の洞察を伝える。要約がフィードバックと同じ機能をもつこともある。

５　学校等における活用場面
　　　現在、我が国では文部科学省の外郭団体が、コーチングを資格として認定している。質問の仕方や話の聞き方など、訓練を受けたコーチが全国的に活動している。そうしたコーチから、コーチングの基本技能を直接学ぶことは効果的である。

　　　学校におけるコーチングの場面は多様である。「志」と「迷い」のあるところ、全てコーチングの機会あり、と捉えたい。これを相談者別に見れば、教職員、保護者及び児童・生徒の三つに大別される。

（1） 教職員対象

1 コーチと相談者の組合せ

　　　　　主な組合せは次のとおりである。

　　　　　ア　校長と副校長　　イ　校長又は副校長と教職員　　ウ　主幹教諭と主任教諭

　　　　　エ　主任教諭と当該分掌の所属教員　　オ　養護教諭と教職員　　

　　　　　カ　教員と教員

　　　　　上記「カ」のケースとしては、主に次のようなものが考えられる。

　　　　　○　２・３年次又は10年次の教員が、初任者をコーチングする。

　　　　　○　校内研究の分科会リーダーが所属教員をコーチングする。

　　　　　なお、部下が上司をコーチングすることも可能である。

　　　②　コーチングの機会

　　　　　上記の組合せについて、主に次の二つの機会を捉えてコーチングを実施する。

　　　　　ア　職務目標や内容の設定時

　　　　　イ　職務目標や内容の変更時

　（２）保護者対象

　　　　　コーチは教職員である。コーチングの機会は、保護者が我が子の教育について何らかの悩みを抱いたときである。

　　
（３）児童・生徒対象

　　　　　コーチは教職員とは限らない。学校には、児童・生徒同士のコーチングがある。家庭においては、保護者によるコーチングが存在する。このため学校は、児童・生徒及び保護者に対し、コーチングの意義や基本技能について指導する場と機会を設定する必要がある。その指導過程において、教職員の資質向上は一層図られる。

【参考文献】

　　伊東　明著　『人を育て、活かし、戦力にする実践コーチング・マニュアル』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ダイヤモンド社、平成15年12月４日）

　　播磨早苗著　『目からウロコのコーチング』

（PHP研究所、平成16年７月７日）
（１）答えは相手の中にある。…………………「あなたはどう思う？」「なるほど、それで」


（２）相手には課題を解決する能力がある。……………………「何ができるだろうか？」


（３）答えや能力を引き出すプロセスがコーチングである……「一緒に考えよう」





初任者「学年集会での講話がなかなか思うようにいかないんですけど……。」


上　司「自分としては、どのように話したいと思っているの？」


　　　「どうして思うように話せないんだろう？」


　　　「どんな準備をすればうまくはなせるようになるのだろうか？」


　　　「本校の先生を参考にするとしたら、誰が一番いいと思う？」


　　　「あなたが思うように話すために大切なことを三つ挙げるとしたら？」








